
ご使用方法 
 

<前面> 

 

                        SNOOZE / LIGHTボタン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          ▼ ボタン  SETボタン     ▲ ボタン 

 

電池の交換 

 

時計の裏側にある電池蓋を開け、単三電池（AA）2本

を＋・－マークに従って挿入し、蓋を閉じてください。 

次に“ＲＥＳＥＴ”ボタンを一度押して 時計を初期

化してください。 

初期化されると文字盤に午前“１２：００．００、1

月 1日金曜日“と表示されます。以上で時計をご使用

になれます。 

 

重要事項：電池挿入後に“ＲＥＳＥＴ”ボタンが押さ

れないと時計が正しく初期化されません。必ず“ＲＥ

ＳＥＴ”ボタンを押してから時計をご使用ください。 

 

ディスプレイ表示が暗すぎる場合は電池を 2本とも新

しい電池と交換してください。 

 

時刻電波の受信 

 

電池を挿入すると、時計は自動的に時刻電波を検索し

ます。ディスプレイ右上のコーナーにある電波マーク

（   ）が点滅し始め、時計が電波を感知している

ことを示します。ＥまたはＷのマークが点滅し、現在

時計が（４０KHｚか６０KHｚの）どちらの局を受信し

ているかを表します。電波をうまく受信すると、時計

は現在の時刻とカレンダー（日付）を表示し、電波マ

ークが点滅を終了し、時刻合わせが完了したことを表

します。 

 

 

<裏面> 

     “アラーム ON / OFF”スイッチ 

              RESETボタン  MAX / MINボタン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    <電池蓋> 

 

 

 

 

 

 

 

注意： 

1. 標準電波の受信中に時刻やカレンダーの設定を行

ったり、アラームがなった時は直ちに受信を停止

します。 

2. この時計は標準電波の受信によりその機能を果た

しますので、使用場所により電波が弱すぎたり、

正しく受信できないことがあります。この場合は

電波マークが消え、受信に失敗したことを表しま

すので、時計の向きを変えるか別の場所へ移動さ

せて、うまく受信をさせてみてください。ＳＥＴ

ボタンを押すと受信が開始できます。ＳＥＴボタ

ンを一度押し、受信を再開してください。受信で

きない場合は手動で時刻修正を行ってください。 

 

手動による時刻修正 

 

始めに“ＳＥＴ”ボタンを 2秒間ほど押すと年の数字

が点滅します。“▲”ボタン、または“▼”ボタンを

押してセットします。一度押すごとに年数字は 1年変

わります。 

次に“ＳＥＴ”ボタンを一度押すと月と日の数字が点

滅します。“▲”ボタン、または“▼”ボタンを押し

てセットします。一度押すごとに日の数字が一つ変わ

ります。日の数字が月を過ぎると、月の数字が変わり

ます。 

“ＳＥＴ”ボタンをもう一度押します。時と分の数字

が点滅します。“▲”ボタン、または“▼”ボタンを

押してセットします。ボタンを押すごとに分数字が一

つ変わります。“00”分を過ぎると、時の数字が変わ

ります。 

注：修正中、“▲”ボタン、または“▼”ボタンを約

2秒間押し続けると数字は早送りされます。 

 

“ＳＥＴ”ボタンをもう一度押すと修正を終了します

が、ボタンを押さずに時計を約 30秒間そのままにし

ても、修正モードは自動的に終了します。 

 

注：“ＳＥＴ”ボタンを 2秒ほど押し続けると手動時

刻修正は終了します。 

 

アラームの使用方法 

 

“▲”または“▼”ボタンを一度押すとアラーム時刻

が点滅します。そこで“▲”ボタン、または“▼”ボ

タンを押してアラーム時刻をセットします。一度押す

ごとに分数字が一つ変わります。“00”分を過ぎると、

時数字が変わります。“▲”ボタン、あるいは“▼”

ボタンを 2秒程押し続けると数字は早送りされます。 

 

アラームのセットを終了するには、そのまま時計を 5

秒ほど放置してください。アラーム時刻の点滅が停止

します。アラーム・セットが自動的に完了します。 

 

アラーム及びスヌーズ機能について 

アラームを使用するには“アラームＯＮ／ＯＦＦ”ス

イッチを“ＯＮ”の位置に合わせます。現在時刻がア

ラーム時刻になると、アラーム音が約 5分間鳴り続け

ます。 

アラームが鳴っている時に“ＳＮＯＯＺＥ／ＬＩＧＨ

Ｔ”ボタンを押すとスヌーズ・バックライト機能によ

りアラームは一度停止しますが、約 5分後に再び鳴り

出します。 

“ＳＮＯＯＺＥ／ＬＩＧＨＴ”ボタンを押さない場合

はアラームが５分間鳴って停止した後、オート・スヌ

ーズ機能により約 5分後に再び鳴り始めます。アラー

ムを完全に止めたい場合、またアラームを使用しない

場合はアラーム・スイッチを“ＯＦＦ”の位置にセッ

トしてください。 

 

注：オート・スヌーズ機能では一度目のアラームを含

めて最大 8回鳴りますが、その後オート・スヌーズ機

能は働きません。 

 

バック・ライトの使用方法 

 

“ＳＮＯＯＺＥ／ＬＩＧＨＴ”ボタンを押すとバック

ライト機能が働き、ライトが約 4秒間点灯します。 

 

 

 

 

 

最高・最低気温と湿度の読み方 

 

この時計は、最高・最低気温および湿度を自動的に記

録します。“ＭＡＸ／ＭＩＮ”ボタンを押すと最高気

温・湿度の記録が表示されます。もう一度押すと最低

気温・湿度が表示されます。さらにもう一度押すと現

在気温・湿度表示に戻ります。 

最高/最低の記録を消す場合は以下の手順に従ってく

ださい。 

 

最高記録の抹消方法； 

“ＭＡＸ／ＭＩＮ”ボタンを押して最高気温・湿度を

表示します。もう一度“ＭＡＸ／ＭＩＮ”ボタンを 2

秒間ほど押してください。記録がクリアーされ、現在

気温・湿度表示に変わります。 

 

最低記録の抹消方法： 

“ＭＡＸ／ＭＩＮ”ボタンを押して最低気温・湿度を

表示します。もう一度“ＭＡＸ／ＭＩＮ”ボタンを 2

秒間ほど押してください。記録がクリアーされ、現在

気温・湿度表示に変わります。 

 

製品仕様 

 

＜時計機能＞ 

■東日本、西日本の標準電波送信局を自動選局して受

信する電波修正機能付時計。午前 2時、5時、8時、

11時、午後 2時、5時、8時、11時に自動受信（最大

8回／日） 

■時計精度：平均月差±30 秒以内（常温での使用時） 

      （電波受信による時刻修正を行わない場

合） 

■表示：時刻、カレンダー、気温及び湿度 

■使用温度範囲：0℃～＋50℃ 

 

＜アラーム機能＞ 

■アラーム：5分間の電子音アラーム。 

■スヌーズ機能：５分間のスヌーズ機能が最大８回ま

で。 

 

＜温度・湿度計測＞ 

■温度表示：－20℃～＋60℃ 精度：±2℃ 

■湿度表示範囲： 20％～95％ 

        （温度表示 0－60度の場合） 

精度：25℃で 60％の時±7％  

 

■使用電池：単三型乾電池Ｘ2個 

■電池寿命： 約 12カ月 

      （アラーム設定毎日 1回・ライト 1回使 

       用した場合） 

 




